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雄
勝
地
区
・
上
雄
勝

春
日

胤
樹
忠

み

き

あ

つ

君

（
９
歳
・
雄
勝
小
３
年
）

李
り

心
こ

ち
ゃ
ん
（
７
歳
・
雄
勝
小
１
年
）

勇
希
忠

ゆ

き

あ

つ

君

（
３
歳
・
雄
勝
保
育
所
）

99

生
涯
学
習
課

渡わ
た

辺な
べ

あ
ゆ
み
さ
ん

歳

東
京
都
日
野
市
か
ら
派
遣

人
の
つ
な
が
り
大
切

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
が
モ

ッ
ト
ー
な
の
で
「
別
の
自
治

体
で
働
く
機
会
は
他
に
な

い
」
と
思
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
に
携
わ
り
、
間
も
な

く
派
遣
期
限
の
１
年
に
な
り

ま
す

業
務
だ
け
で
な
く

石

巻
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

石
巻
に
来
て
感
じ
た
の

は
、
移
住
し
た
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
方
、
応
援
職
員
、
工
事
関

係
者
な
ど
、
熱
い
思
い
を
持

っ
た
人
が
た
く
さ
ん
応
援
に

来
て
い
る
こ
と
で
す
。
き
れ

い
な
海
や
お
い
し
い
食
べ

物
、
人
情
な
ど
、
魅
力
も
い

っ
ぱ
い
で
、
牡
鹿
半
島
は
す

っ
か
り
気
に
入
り
ま
し
た
。

宝ヶ峯遺跡縄文記念館

山
下
小
学
校
で
９
月

日
、
６
年
生
が
石
巻
独
特
の

料
理
で
あ
る
「
石
巻
焼
き
そ
ば
」
作
り
を
し
ま
し
た
。

給
食
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
も
あ
る
石
巻
焼
き
そ
ば
を
、

自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

保
護
者
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
手
を
出
さ
ず
声
掛

け
の
み
。
野
菜
を
切
り
、
麺
を
炒
め
、
味
付
け
す
る

ま
で
全
て
子
ど
も
た
ち
が
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的

な
石
巻
焼
き
そ
ば

が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

自
分
で
作
っ
た

焼
き
そ
ば
は
格
別

で
、
苦
手
な
野
菜

も
一
緒
に
ぺ
ろ
り

と
平
ら
げ
ま
し

た
。

□問

学

校

管

理

課
（
内
線
５
０
３

７
）

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
雄
勝
地
区
で
た
く
ま
し

く
育
つ
３
人
き
ょ
う
だ
い
で

す
。長

男
の
胤
樹
忠
君
は
優
し
く

て
頑
張
り
屋
で
、
今
は
苦
手
な

歌
や
算
数
の
計
算
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
大
好

き
で
食
レ
ポ
も
得
意
で
す
。
夢

は
、
「
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
な

硯
す
ず
り

職
人
に
な
る
」
こ
と
で
す
。

い
つ
も
明
る
く
て
面
倒
見
が

よ
い
李
心
ち
ゃ
ん
は
、
ピ
ア
ノ

を
弾
く
こ
と
と
イ
チ
ゴ
が
大
好

き
で
す
。
カ
フ
ェ
を
営
む
お
母

さ
ん
の
手
伝
い
を
よ
く
し
ま

す
。
「
将
来
は
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
っ
て
大
好
き
な
イ
チ
ゴ
の
ス

イ
ー
ツ
を
た
く
さ
ん
作
り
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

末
っ
子
の
勇
希
忠
君
は
お
っ

と
り
し
て
い
て
、
い
つ
も
笑
顔

で
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
が
大
好
き

で
「
大
き
く
な
っ
た
ら
消
防
士

に
な
り
た
い
」
と
元
気
に
語
り

ま
す
。

父
常
貴

つ

ね

き

さ
ん
と
母
美
千
代
さ

ん
は
「
元
気
に
伸
び
伸
び
育

っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
３
人

の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

豊かな自然の中でたくましく育つ
３人きょうだい

宝ヶ峯遺跡の分布図 ※国土地理院「地理
院地図」利用の宮城県遺跡地図から

北
村
字
前
山
の
丘
陵
上
に
広

さ
約
２
万
平
方
㍍
の
宝
ヶ
峯
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
形
成
さ

れ
た
遺
跡
で
す
が
、
主
に
縄
文

時
代
後
期
初
頭
か
ら
晩
期
初

頭
、
そ
の
中
で
も
特
に
後
期
中

葉
の
遺
物
が
大
量
に
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
は
明
治

（
１
９

１
０
）
年
、
東
北
三
大
地
主
の

ひ
と
つ
、
齋
藤
家
の
第
九
代
当

主
善
右
衛
門
有
成
が
土
木
工
事

の
際
に
発
見
し
ま
し
た
。
善
右

衛
門
有
成
は
も
と
も
と
学
問
や

文
化
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を

持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
状

を
保
存
し
て
専
門
家
の
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
と
し
、
人
類
学
者
坪

井
正
五
郎
を
招
聘

し
ょ
う
へ
い

し
て
、
試

掘
を
行
っ
て
い
ま
す
。坪
井
は
、

「
世
に
謂

い

ふ
瓦
礫

が

れ

き

も
学
び
の
宝
」

と
し
て
こ
の
遺
跡
を
「
宝
ヶ
峯

遺
跡
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

な
お
大
正
６
（
１
９
１
７
）

年
、
善
右
衛
門
有
成
は
毛
利
総

七
郎
や
遠
藤
源
七
と
知
り
合

い
、
沼
津
貝
塚
、
南
境
貝
塚
の

発
掘
に
参
加
、
ま
た
宝
ヶ
峯
遺

跡
で
も
共
同
で
発
掘
調
査
を
行

う
な
ど
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

第
十
代
当
主
善
右
衛
門
有
道

は
、
遺
跡
発
見
直
後
の
試
掘
調

査
に
参
加
、
縄
文
土
器
を
は
じ

め
、
土
製
品
、
石
製
品
な
ど
多

数
の
遺
物
を
採
集
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
一
時
中
断
、
し
か

し
調
査
の
必
要
性
を
強
調
し
た

県
図
書
館
職
員
山
中
樵

き
こ
り

の
助
言

に
よ
り
大
正
３
（
１
９
１
４
）

年
に
発
掘
調
査
を
再
開
、
昭
和

２
（
１
９
２
７
）
年
ま
で
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
調
査
の
詳
細
は

「
寶
峰
石
器
時
代
遺
蹟
発
掘
日

誌
」
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

第
十
一
代
当
主
養
之
助
は
出

土
遺
物
の
整
理
を
中
心
と
し
、

「
宝
ヶ
峯
石
器
時
代
遺
跡
の
調

査
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
で

宝
ヶ
峯
式
土
器

と
い
う
縄
文

式
土
器
の
一
標
式
を
提
唱
し
た

東
北
大
学
教
授
伊
東
信
雄
と
調

査
報
告
書
の
刊
行
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
伊
東
の
急
逝
に

よ
り
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
３
年
に
は『
宝

ヶ
峯
』
を
刊
行
（
共
著
）
、
平

成
５
年
に
は
自
宅
庭
園
（
現
国

名
勝
齋
藤
氏
庭
園
）
の
一
角
に

宝
ヶ
峯
縄
文
記
念
館
を
開
館

し
、
先
代
と
先
々
代
の
業
績
を

継
承
す
る
と
と
も
に
文
化
財
の

保
存
と
活
用
に
努
め
ま
し
た
。

※
善
右
衛
門
有
成
は
「
財
産

は
神
仏
よ
り
の
供
託
物
に
し
て

私
有
物
に
非

あ
ら

ず
」
の
信
念
を
も

ち
、
学
術
研
究
助
成
事
業
、
産

業
事
業
、
社
会
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
大
正

（
１
９
２
３
）

年
齋
藤
報
恩
会
を
設
立
、
昭
和

８
年

１
９
３
３

に
は
自
然
史

博
物
館
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
自
然
史
博
物
館
は
平
成

年
に
閉
館
、
齋
藤
報
恩
会
は

平
成

年
、
解
散
し
ま
し
た
。
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⊃

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

市子ども会育成会桃生

支部のインリーダー養成

研修会が１月 日、桃生

文化交流会館で開かれま

した。

小学５年生約 人が参

加。桃生ひまわりジュニ

アリーダーサークルの高

校生２人の指導で、ボス

とリーダーの違いを学

び、遊びの中に潜む危険

を事前に発見する訓練などを行いました。子ども会活動で下級生をリー

ドするために大切なダンスやゲームも体験しました。
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⊃

消
防
団
牡
鹿
地
区
団
出
初
め
式

市消防団牡鹿地区団の

出初め式が１月６日、牡

鹿中学校で行われまし

た。

校庭での事前訓練や観

閲の後、体育館であった

式典には地区団員 人と

来賓ら計約170人が出席。

東日本大震災犠牲者への

黙とう、亀山紘市長の告

辞などに続いて、斎藤富

嗣地区団長が「住民の生命と財産を守るため、今年も尽力します」と決

意を述べました。優良団員ら延べ 人の表彰も行われました。
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⊃

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ロ
マ
ン
海
遊

」

観光物産情報センター

「ロマン海遊 」の機能

が、１月から市役所１階

に移転しました。

市産品のＰＲ販売コー

ナーはロマン海遊 の時

よりやや狭いものの、水

産加工品や菓子類などの

お土産品のほか、朝採り

野菜や総菜などもあり、

約1000種類を販売して

います。石巻観光協会スタッフが観光案内にも対応しています。営業

時間は午前９時～午後５時半。土日・祝日も営業。
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⊃

河
南
つ
く
も
大
学

平成 年度河南つくも

大学は 月 日、遊楽館

で最後の講座と閉講式を

行いました。

歌って踊ってご健笑

勝 をテーマに、日本

笑い学会東北支部所属の

マヨネーズ 阿部眞宜氏

・阿部洋子氏 ＝仙台市

＝が講話しました。

歌や手遊び、言葉遊び

などを交えた話は、 人の受講生を終始笑わせていました。つくも大

学は５月に開講し、健康講話や体操などに取り組んできました。
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⊃

上
品
の
郷

み
そ
か
市

道の駅「上品の郷」で

月 日、年末恒例のみ

そか市がありました。

年末年始のごちそう用

に、地元の新鮮な野菜や

加工品などが販売され、

中でも特産の「河北セリ」

が人気を集めました。

河北セリは３月末ごろ

まで根ゼリ、その後、５

月末ごろまで葉ゼリが販

売されます。 月から販売している新名物「おでんバーガー」「ちく

わ三兄弟」も長蛇の列を作り、にぎわいました。
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⊃

親
子
料
理
教
室

家庭教育学級第２回学

習会 親子料理教室 が

月８日、雄勝小中学校家

庭科室で行われました

小学校全校児童と親、

教職員合わせて 人が参

加し、雄勝産のホタテを

使ったホタテご飯とサケ

のホイル焼きを作りまし

た。

講師の指導のもと、ホ

タテの殻むきや野菜のカットに苦戦している子どもたちに、親たちが優

しく教える姿が見られました。料理を食べながらの会話も楽しみました。
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⊃

に
っ
こ
り
歳
の
市

年越し用の食材を格安

で提供する「にっこり歳

の市」が 月 日、北上

中学校体育館で開かれま

した。約 の業者が地元

産のホタテやワカメ、ト

マト、大根などを販売し

ました。

豊漁のタコが多く並

び、アワビのみそ漬けな

どもあり、大勢の買い物

客が買い求めていました。ステージでは、女川法印神楽や民謡なども

披露され、地元温泉旅館のペア宿泊券が当たる抽選会もありました。
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⊃

マ
ン
ガ
ッ
タ
ン
お
正
月

石ノ森萬画館で１月

１、２日に「マンガッタ

ンお正月2018」がありま

した。

餅つき大会や型抜き遊

び、たこ揚げ大会などが

あり、来場者は日本の伝

統文化を体験しました。

臼ときねを使った昔な

がらの餅つきは、子ども

たちも大きなきねを持っ

て挑戦し、笑顔があふれました。つきたての餅は来館者100人にごま味

などで振る窑われました。２日は獅子風流も繰り出しました。
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